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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工

業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済

産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS Z 9020 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS Z 9020-1 第 1 部：一般指針 

JIS Z 9020-2 第 2 部：シューハート管理図 

JIS Z 9020-3 第 3 部：工程の合否判定用管理図（予定） 

JIS Z 9020-4 第 4 部：累積和管理図 
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Control charts-Part 4: Cumulative sum charts 

 

序文 

この規格は，2011 年に第 1 版として発行された ISO 7870-4 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

この規格では，意味のある順序に並べられたデータを解釈する，非常に簡易であるが検出能力が高い図

法の適用性及び有用性を実証する。こうしたデータは，売上高，利益又は間接費のような総合的ビジネス

関連数値から，在庫切れ及び欠勤率のような詳細な運用データ，個々の工程パラメータ及び製品特性の管

理に至るまで様々である。データは，連続尺度（例えば，24.60，31.21，18.97…），yes 又は no，良又は否，

成功又は失敗などの形式で個々の値として順番に表すこともできれば，要約値（平均，範囲，事象回数な

ど）で表すこともできる。 

この方法は，累積和という独特の名称をもっている。この名称は，一系列の観測値から目標値，推奨値，

参照値などの事前に決めた値を差し引き，その差を順々に累積（すなわち，加算）することに由来する。

累積した差を時系列にグラフ化したものを累積和管理図と呼ぶ。このような簡易な演算処理は，次に示す

ように，データの視覚的解釈に顕著な効果をもつ。 

累積和管理図は，世界中のゴルファーが意識することなしに使用している。1 ラウンドのスコアを“プ

ラス”4 又は“マイナス”2 と記録することによって，ゴルファーは数字的な意味で累積和管理図を使用し

ている。ゴルファーは，実際のスコアからパーの値を差し引き，その差を加算（累積）する。これは，プ

レー中の累積和管理図である。しかし，この方法は広く知られていることはなく，ビジネス，産業，商業，

行政サービスではあまり使用されていないツールである。これは，通常，累積和管理図が一般に職場の言

語の中というよりは統計的な言語の中で表現されるためである。 

ISO 7870-4:2011 は，ISO/TR 7871:1997 の改正版である。この規格の意図は，広範に予想されるユーザが

容易に理解できるようにして，この方法の広範囲の普及及び理解を促進することである。この方法は，累

積和管理図が検出したい重要な変化量を 大で 3 倍以上早く検出するため，より一般に使われるシューハ

ート管理図を超えるメリットをもたらしている。さらに，ゴルフの場合のように，ホールごとに目標が変

わるとき，累積和プロットは影響を受けないのに対して，標準的なシューハート管理図の場合は絶えず管

理限界を調整しなければならない。 

シューハート管理図に加えて，指数型重み付き移動平均（EWMA）管理図を使用することもできる。

EWMA 管理図上に記入する各点は，それまでの全てのサブグループ又は観測値の情報を含んでいるが，指

数的に重みが軽減されることによってサブグループ又は観測値が“徐々に古く”なるので，工程データに

重みが付加されなくなる。累積和管理図の場合と同じように，EWMA 管理図は，工程の変化の大きさを検


